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地域農業課題の解決・地域経済活性化
気候変動対応 りんご、ぶどうに次ぐ次世代生産品
⾧野県の耕作放棄地面積（樹園地） 約435ha（平成27年政府統計)

ヘーゼルナッツの苗木2万本の作付 約75~80ha
耕作放棄地（樹園地）面積の約18.4%を有効活用

⾧野市を中心とした国産ヘーゼルナッツの生産拡大と、
健康に貢献するチョコレートなどへの活用 社会実装モデル

＋

ヘーゼルナッツ

環境負荷の低減
98%海外依存からの脱却
フードマイレージ低減
化石燃料使用量、CO2、NOx 削減
低農薬・低化学肥料栽培が可能

「バイオエコノミー資源循環モデル」
殻（バイオマス）の活用
燃料、建材、土壌改良材 など

神経機能

カカオ

1/30

社会実装
試作品

高齢化社会の健康課題解決素材
ヘーゼルナッツの神経変性抑制作用
カカオの幅広い機能性エビデンス

生産基盤
苗木導入 → 圃場整備 → 継続的栽培
⾧野市ヘーゼルナッツ営農苗木補助事業

地域経済
雇用創出・観光連携・地産地消の促進

課題
資源循環モデルの確立 流通価格

社会実装モデル 取り組み
加工・付加価値化

原料ナッツの加工流通モデルの確立
チョコレート・菓子等の加工品で認知向上
国産ヘーゼルナッツのブランド化

地域経済
雇用創出・観光連携・地産地消の促進

資源循環
殻の利活用で副次産業を創出

りんご生産量の減少

ヘーゼルナッツ農園


